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Ⅰ　
総
括
的
概
要

会
員
事
業
所
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し
て
困

難
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

日
本
全
体
が
本
格
的
な

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、

我
が
登
別
市
も
国
立
人
口

問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ

れ
ば
、
三
十
年
後
の
二
〇

四
五
年
に
は
、
人
口
が
三

万
一
千
人
に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
制
五
十
年
を
迎
え
よ

う
と
す
る
登
別
市
が
、
こ

れ
ま
で
重
ね
て
き
た
歴
史

を
今
ま
で
通
り
未
来
に
向

か
っ
て
継
続
で
き
る
の
か
、

正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
、
登

別
商
工
会
議
所
は
、
こ
の

よ
う
な
構
造
的
な
潮
流
を

厳
し
く
受
け
止
め
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講
じ

て
持
続
可
能
な
故
郷
と
会

員
事
業
所
の
生
き
残
り
の

道
を
模
索
す
る
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

基
幹
産
業
と
し
て
の
観

光
を
起
点
に
如
何
に
域
内

の
経
済
を
循
環
さ
せ
て
行

く
の
か
。
市
内
唯
一
の
総

合
的
な
経
済
団
体
と
し
て

難
し
い
舵
取
り
も
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
登
別
観

光
の
牽
引
役
と
し
て
よ
り

深
み
と
広
が
り
を
備
え
ス

タ
ー
ト
し
た
登
別
国
際
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

と
の
一
層
の
連
携
を
強
め

る
た
め
、
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
及
び
全
市
観
光

の
実
現
に
向
け
た
連
携
・

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
、
そ
の
第
一
弾
目
と

し
て
登
別
温
泉
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
と
市
内
事
業
者
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
・

商
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

商
業
・
飲
食
業
の
振
興

に
つ
い
て
は
、
消
費
者
と

地
元
店
主
の
新
た
な
出
会

い
機
会
の
創
出
、
商
店
街

等
の
来
街
者
の
増
加
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
「
ま
ち

ゼ
ミ
事
業
」
の
実
施
や
飲

食
店
来
店
の
機
会
を
創
出

す
る
「
街
バ
ル
事
業
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
更
な
る
地
元
活

用
の
機
運
を
喚
起
す
る
た

め
Ｂ
Ｕ
Ｙ
（
買
）
の
ぼ
り

べ
つ
運
動
の
一
環
と
し
て

「
わ
た
し
も
地
元
応
援
隊
」

の
標
語
の
も
と
啓
発
グ
ッ

ズ
の
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

室
蘭
・
伊
達
・
登
別
の

三
商
工
会
議
所
の
広
域
連

携
事
業
「
室
蘭
・
伊
達
・

登
別
魅
力
再
発
見
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
補
助
事
業

の
最
終
年
度
を
迎
え
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
よ
り
深
掘

す
る
た
め
昨
年
度
開
発
し

た
旅
行
商
品
の
改
良
を
図

る
と
と
も
に
、
首
都
圏
や

東
北
地
方
に
お
い
て
魅
力

を
発
信
す
る
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

政
策
提
言
活
動
と
し
て

は
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て

浮
上
し
て
き
た
老
朽
化
に

伴
う
市
役
所
本
庁
舎
の
建

替
え
に
関
し
て
、
総
務
財

政
委
員
会
で
の
議
論
と
会

員
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
踏
ま
え
、
市
の
建
替
え

基
本
構
想
に
地
域
経
済
界

と
し
て
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
べ
く
提
言
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
緊
急
要
望
と
し

て
「
生
産
性
向
上
特
別
措

置
法
」
に
基
づ
く
導
入
促

進
基
本
計
画
の
策
定
及
び

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

に
関
す
る
要
望
を
実
施
し

ま
し
た
。

■�

平
成
二
十
九
年
度
事
業

計
画　
重
点
項
目　
実

施
結
果
概
要

一�

．
循
環
型
地
域
経
済
の

構
築

⑴�

域
内
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
の
推
進

登
別
市
内
に
お
い
て
巨

大
な
消
費
市
場
で
あ
る
観

光
産
業
と
の
納
入
業
者
の

企
業
間
取
引
を
推
進
す
る

た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
商
談
会
及
び
交
流
会

を
開
催
し
、
販
路
開
拓
、

域
内
循
環
経
済
の
構
築
に

努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
消
費
者
の
地
元

に
お
け
る
購
買
意
欲
の
向

上
、
促
進
を
図
る
た
め
Ｂ

Ｕ
Ｙ
（
買
）
の
ぼ
り
べ
つ

運
動
を
展
開
し
、
Ｐ
Ｒ
ツ

ー
ル
を
製
作
し
ま
し
た
。

⑵�

「
全
市
観
光
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進

域
内
相
互
の
連
携
を
図

り
、
全
市
観
光
を
推
進
す

る
た
め
、
当
商
工
会
議
所

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
４
団
体
が
一
堂
に
会
す

る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
円

卓
会
議
」
を
開
催
し
、
登

別
市
に
お
け
る
観
光
基
盤

の
整
備
や
発
展
に
つ
い
て

連
携
す
る
た
め
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

登
別
地
区
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
を
開
催
し
、

Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
は
じ
め
駅
前
周

辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
論

議
を
重
ね
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
観
光
学
高

等
研
究
セ
ン
タ
ー
に
調
査

を
委
託
し
て
、
登
別
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し

意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
し

た
。北

海
道
新
幹
線
の
開
業

に
あ
た
り
、
三
か
年
に
わ

た
り
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
室
蘭
・
伊
達
・
登
別

の
三
商
工
会
議
所
が
連
携

し
た
「
室
蘭
・
伊
達
・
登

別　

魅
力
再
発
見
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
本
体
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
し

た
。昨

年
構
築
し
た
広
域
観

光
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
を
再
検

証
及
び
改
良
を
加
え
て
、

商
品
化
に
向
け
た
精
度
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成

及
び
配
布
し
て
地
域
の
魅

力
を
発
信
す
る
事
業
を
展

開
し
ま
し
た
。

観
光
街
づ
く
り
及
び
全

市
観
光
を
推
進
す
べ
く
、

登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
と
の
協
力
・

連
携
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
、
全
市
観
光
の
実
現

に
向
け
た
体
制
の
構
築
に

努
め
ま
し
た
。

⑶�

国
・
道
・
市
の
政
策
動

向
と
の
連
携

持
続
可
能
な
地
域
経
済

の
実
現
を
図
る
た
め
、
関

係
機
関
と
の
政
策
連
携
会

議
を
開
催
し
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
の
抽
出
や
解
決

に
向
け
た
役
割
分
担
に
つ

い
て
協
議
を
実
施
し
ま
し

た
。

二
．
企
業
活
力
の
創
出

⑴
経
営
支
援
機
能
の
強
化

地
域
経
済
を
担
う
中
小

・
小
規
模
企
業
の
経
営
改

善
や
体
質
強
化
を
図
る
た

め
、
継
続
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
金
融
や
税
務

等
の
各
種
指
導
業
務
に
お

け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
と
と

も
に
、
伴
走
型
の
企
業
支

援
を
目
指
し
巡
回
・
窓
口

指
導
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
国
か
ら
日
本
商

工
会
議
所
を
経
由
し
て
受

託
し
て
い
る
「
消
費
税
軽

減
税
率
対
策
窓
口
相
談
等

事
業
」
を
本
年
度
も
継
続

し
て
実
施
し
、
講
習
会
や

講
演
会
を
開
催
し
て
、
知

識
や
政
策
の
普
及
を
図
る

と
と
も
に
、
巡
回
及
び
窓

口
相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

小
規
模
事
業
者
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
に
、

国
が
実
施
し
て
い
る
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

の
申
請
に
向
け
た
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
経
営
計

画
の
策
定
に
向
け
た
支
援

を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
登
別
市
の
空
き

店
舗
活
用
事
業
補
助
金
や

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
、

登
別
市
事
業
所
開
設
費
補

助
金
の
運
用
に
協
力
し
ま

し
た
。

⑵�

戦
略
的
創
業
支
援
事
業

の
展
開

登
別
市
が
産
業
競
争
力

強
化
法
に
基
づ
く
認
定
を

受
け
た
市
区
町
村
別
の
創

業
支
援
事
業
計
画
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
本
事
業

計
画
に
基
づ
き
当
商
工
会

議
所
は
、
特
定
創
業
支
援

事
業
者
と
し
て
創
業
ス
ク

ー
ル
を
開
講
し
、
創
業
希

望
者
に
意
識
の
醸
成
及
び

知
識
の
普
及
を
図
り
ま
し

た
。ま

た
、
創
業
希
望
者
の

相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

各
種
支
援
を
実
施
し
た
ほ

か
、
市
内
で
創
業
し
た
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
に

昨
年
度
構
築
し
た
助
成
制

度
を
本
年
度
に
お
い
て
も

継
続
し
て
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
一
名
が
利
用
し
ま
し

た
。

⑶�

地
域
の
経
済
と
産
業
を

担
う
人
材
の
育
成

企
業
に
お
け
る
従
業
者

の
知
識
の
習
得
や
資
質
の

向
上
を
図
る
た
め
に
各
種

検
定
試
験
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
市
内
企
業
の
新

入
社
員
を
対
象
と
し
た
マ

ナ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。ま

た
、
若
手
経
営
者
及

び
後
継
者
で
構
成
す
る
商

工
会
議
所
青
年
部
の
大
会

で
あ
る
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
二
十
年
ぶ
り
に
当

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

七
百
名
を
超
え
る
青
年
部

メ
ン
バ
ー
が
参
加
、
本
大

会
の
運
営
を
全
面
的
に
支

援
し
ま
し
た
。

⑷�

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り

起
こ
し
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る

得
す
る
ま
ち
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
、通
称
「
ま
ち
ゼ
ミ
」

の
実
施
に
向
け
た
支
援
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
飲

食
店
を
中
心
と
し
た
「
街

バ
ル
」
事
業
の
実
施
に
お

け
る
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
当
地
グ
ル
メ

で
あ
る
「
登
別
閻
魔
や
き

そ
ば
」
の
普
及
に
係
る
事

業
の
展
開
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
札
幌
の
ぼ
り
べ

つ
会
に
お
い
て
実
施
し
た

「
登
別
豚
」
を
活
用
し
た

グ
ル
メ
創
出
事
業
を
支
援

登
別
商
工
会
議
所
の
第
一
二
六
回
通
常
議
員
総
会
が
五
月
二
十
九
日
に
ホ
テ
ル

平
安
で
開
か
れ
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
と
一
般
会
計
、
特
別
会
計
決
算
な

ど
議
案
八
件
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
た
一
般
会
計
決
算
は
収
入
四
千
三
十
五
万
七
千
三
十
三
円
、
支
出
三

千
六
百
二
十
三
万
五
千
五
百
二
十
四
円
、
差
引
四
百
十
二
万
一
千
五
百
九
円
が
次

年
度
（
平
成
三
十
年
度
）
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
相
談
所
特
別
会
計
決
算
は
収
入
支
出
と
も
三
千
三
百
六
十
二
万
四
千

七
百
七
十
九
円
、
そ
の
他
労
働
保
険
事
務
組
合
特
別
会
計
決
算
、
特
定
退
職
金
共

済
事
業
特
別
会
計
決
算
、
創
業
支
援
事
業
特
別
会
計
決
算
、
退
職
給
与
資
金
特
別

会
計
決
算
、
地
域
力
活
用
新
事
業
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
会
計
決
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
書
の
事
業
概
要
並
び
に
同
収
支
決
算
書
総
括
表
は

次
の
通
り
で
す
。 第

一
二
六
回
通
常
議
員
総
会

二
十
九
年
度
事
業
報
告
・
決
算
承
認

－ 1－



第
二
一
四
回

　
常
議
員
会

道
南
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
開
催

広
域
経
済
開
発
懇
談
会

報
告
、
収
支
決
算
等
十
件

の
議
案
の
審
議
を
行
い
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
議
所
か

ら
提
出
さ
れ
た

要
望
事
項
に
つ

い
て
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
商
工
会
議

所
か
ら
の
提
案

事
項
十
項
目
を

含
め
す
べ
て
の

項
目
が
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
、

翌
二
十
六
日
に

開
催
す
る
道
南

商
工
会
議
所
連

絡
協
議
会
に
提

案
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

室
蘭
・
伊
達
・
登
別
の

三
商
工
会
議
所
か
ら
提
案

さ
れ
た
要
望
事
項
を
協
議

す
る
た
め
、
第
五
十
九
回

広
域
経
済
開
発
懇
談
会
が

四
月
二
十
五
日
に
伊
達
市

に
て
開
催
さ
れ
、
当
商
工

会
議
所
か
ら
は
、
木
村
義

恭
会
頭
を
筆
頭
に
役
職
員

十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

本
懇
談
会
で
は
、
三
商

工
会
議
所
の
広
域
連
携
事

業
で
あ
る
新
幹
線
連
携
会

議
や
地
域
力
活
用
新
事
業

∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
に
つ
い
て
の
事
業

報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

室
蘭
・
伊
達
・
登
別
の
三

第
二
一
四
回
常
議
員
会

が
五
月
二
十
二
日
（
火
）、

登
別
商
工
会
議
所
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
第
十
六
期

登
別
商
工
会
議
所
一
号
議

員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
、

五
月
十
八
日
（
金
）
ま
で

に
立
候
補
の
辞
退
が
な
か

っ
た
こ
と
、
補
欠
選
挙
を

す
る
議
員
の
数
が
二
者

（
社
）
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
無
投
票
当
選
に
よ
り

一
号
議
員
が
確
定
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
他
三
件

の
報
告
事
項
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
二
十
九
年

度
登
別
商
工
会
議
所
事
業

平
成
三
十
年
度
道
南
商

工
会
議
所
連
絡
協
議
会
が

去
る
四
月
二
十
六
日
に
函

館
市
に
て
開
催
さ
れ
、
当

商
工
会
議
所
か
ら
高
田
明

人
専
務
理
事
、
小
池
祐
子

理
事
、
事
務
局
一
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

本
協
議
会
で
は
、
七
月

七
日
に
釧
路
市
に
て
開
催

さ
れ
る
第
六
十
八
回
全
道

商
工
会
議
所
大
会
に

提
出
す
る
議
案
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

函
館
・
室
蘭
・
苫

小
牧
・
伊
達
・
森
・

浦
河
・
登
別
の
七
つ

の
商
工
会
議
所
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
商
工
会
議
所
か

ら
は
、
観
光
振
興
対

策
の
推
進
三
項
目
、

地
域
振
興
対
策
の
推

進
四
項
目
、
防
災
対

策
の
推
進
三
項
目
の

新 議 員 紹 介

◇
一
号
議
員

◇
一
号
議
員

遠
田
建
設
㈱

代
表
取
締
役
専
務

㈱
松
尾
測
量

代
表
取
締
役

遠田耕治氏松尾　豪氏

し
ま
し
た
。

三�
．
地
域
経
済
活
性
化
に

向
け
た
政
策
提
言
・
要

望
活
動
の
強
化

⑴�

政
策
提
言
・
要
望
活
動

の
強
化

登
別
市
に
対
し
て
、
各

部
会
か
ら
集
約
し
た
意
見

を
取
り
ま
と
め
た
地
域
経

済
の
振
興
発
展
に
関
す
る

政
策
提
言
及
び
要
望
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
中
央

省
庁
を
は
じ
め
と
す
る
行

政
機
関
や
政
党
に
対
し
て
、

都
市
基
盤
の
整
備
促
進
や

各
種
制
度
の
拡
充
に
対
す

る
要
望
活
動
及
び
政
策
提

言
を
実
施
し
ま
し
た
。

四
．
組
織
基
盤
の
強
化

⑴�

会
議
所
運
営
組
織
の
強

化
と
強
い
財
政
基
盤
づ

く
り

商
工
会
議
所
の
組
織
体

制
及
び
財
政
基
盤
を
確
保
、

強
化
を
図
る
た
め
に
会
員

加
入
の
促
進
に
努
め
ま
し

た
。会

員
限
定
の
割
引
優
待

制
度
で
あ
る
Ｃ
．
Ｃ
．
Ｉ

Ｓ
や
所
得
補
償
等
の
各
種

共
済
制
度
の
活
用
、
中
小

・
小
規
模
企
業
の
福
利
厚

生
向
上
を
図
る
た
め
、
生

命
共
済
制
度
等
の
普
及
促

進
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
事
業
と

し
て
会
員
事
業
所
の
事
業

主
や
従
業
者
及
び
家
族
等

を
対
象
と
し
た
会
員
親
睦

交
流
事
業
を
実
施
し
、
会

員
間
の
親
睦
の
機
会
を
創

出
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
活
動
に
お
い

て
は
、
域
内
循
環
経
済
の

構
築
や
市
役
所
本
庁
舎
の

建
替
え
に
関
す
る
議
論
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、
老

朽
化
が
進
む
商
工
会
議
所

会
館
の
今
後
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。

⑵�

機
能
的
な
事
務
局
組
織

の
編
成
と
運
営

事
務
局
内
に
お
け
る
Ｏ

Ｊ
Ｔ
の
推
進
や
内
部
研
修

会
の
実
施
、
中
小
機
構
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

が
開
催
し
た
研
修
会
に
職

員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

近
隣
経
済
団
体
と
の
合
同

職
員
研
修
会
を
実
施
し
、

事
務
局
職
員
の
資
質
向
上

に
努
め
ま
し
た
。

⑶�

各
種
情
報
収
集
、
情
報

提
供
活
動
の
強
化

行
政
機
関
や
市
内
金
融

機
関
等
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
て
市
内
経
済
動
向
の

把
握
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
官
公
庁
及
び
関

係
諸
団
体
等
が
実
施
す
る

説
明
会
等
に
職
員
を
派
遣

し
て
国
や
道
の
政
策
等
に

つ
い
て
情
報
収
集
に
努
め

ま
し
た
。

会
報
や
チ
ラ
シ
等
を
作

成
し
て
会
員
に
配
布
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

等
を
活
用
し
て
情
報
を
発

信
し
、
各
種
施
策
の
普
及

に
努
め
ま
し
た
。

平成２９年度収支決算書総括表
自　　平成２９年 ４ 月 １ 日
至　　平成３０年 ３ 月３１日

会　計　別 繰越金 収　入 繰入金 収入計 支　出 繰出金 支出計 収支残高 備　　考

一 般 会 計 4,402,358 35,954,675 － 40,357,033 32,025,747 4,209,777 36,235,524 4,121,509 収支剰余金次年度へ繰越

中小企業相談所
特 別 会 計 0 31,925,069 1,699,710 33,624,779 32,804,779 820,000 33,624,779 0

労働保険事務
組合特別会計 0 18,755,611 326,455 19,082,066 19,082,066 － 19,082,066 0

特定退職金共済
事業特別会計 0 14,464,930 99,861 14,564,791 14,564,791 － 14,564,791 0

創業支援事業
特 別 会 計 0 1,717,007 443,787 2,160,794 2,160,794 － 2,160,794 0

退職給与資金
特 別 会 計 32,689,600 955 1,930,434 34,620,989 17,985,294 － 17,985,294 16,635,695

本年度末資金
残高
次年度へ繰越

地域力活用新事業
∞全国展開プロジ
ェクト特別会計

4,906 2,353,963 529,530 2,888,399 2,888,399 － 2,888,399 0

合　　　計 37,096,864 105,172,210 5,029,777 147,298,851 121,511,870 5,029,777 126,541,647 20,757,204

（単位：円）

十
項
目
を
提
案
し
ま
し
た
。

本
提
出
議
案
は
、
全
道

商
工
会
議
所
大
会
で
の
議

決
を
経
て
、
中
央
省
庁
や

北
海
道
に
対
し
提
出
さ
れ

ま
す
。

－ 2－
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《
政
策
提
言
》

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
」
の
策
定

【
回
答
】

平
成
二
十
九
年
度
の

登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
の
重
点

項
目
と
し
て
、『
全
市

観
光
の
シ
ス
テ
ム
構
築

と
さ
ら
な
る
推
進
』
を

挙
げ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長
を

先
頭
に
連
合
町
内
会
や

貴
会
議
所
と
連
携
し
、

市
全
体
で
の
観
光
に
対

す
る
体
制
強
化
を
行
う

と
と
も
に
、
温
泉
だ
け

で
は
な
い
登
別
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
、
集
客
に
直

結
す
る
仕
組
み
づ
く
り

の
構
築
を
図
り
、
自
然

体
験
に
限
ら
ず
食
・
文

化
・
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
幅

を
広
げ
て
い
き
観
光
都

市
の
下
地
作
り
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
貴
会
議
所
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
登

別
温
泉
地
区
以
外
の
事

業
者
と
観
光
が
結
び
つ

い
た
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
は
、

第
三
期
基
本
計
画
に
基

づ
き
『
多
様
化
す
る
観

光
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
食
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
、
自
然
な
ど
、
市

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

資
源
を
活
用
し
、
観
光

資
源
の
充
実
を
図
る
こ

と
』、
ま
た
、『
市
民
が

地
域
の
魅
力
を
よ
く
自

覚
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
の
向
上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
』
な
ど
を
全
市
観

光
実
現
の
た
め
の
基
本

方
針
と
し
て
、
関
連
事

業
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
、
貴
会
議
所
や

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
を
は
じ
め
と
し
た
、

全
市
観
光
の
担
い
手
と

な
る
皆
さ
ま
と
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意

識
や
方
向
性
を
一
つ
に

で
き
る
よ
う
な
「
観
光

ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
」
の
策
定
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

《
要
望
》

Ⅰ
．
都
市
基
盤
の
整
備
・

拡
充
及
び
公
共
事
業
の
総

量
確
保

⑴
公
共
事
業
の
総
量
確
保

と
早
期
発
注
、
年
度
内

の
計
画
的
な
執
行

⑵
国
・
北
海
道
の
制
度
活

用
に
よ
る
事
業
財
源
の

確
保

【
回
答
】

市
内
経
済
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
た
め
、
都

市
基
盤
整
備
を
担
う
公

共
事
業
の
総
量
確
保
に

努
め
て
い
く
と
と
も
に
、

予
算
執
行
に
あ
た
っ
て

は
特
定
の
工
種
に
偏
ら

な
い
よ
う
早
期
発
注

（
入
札
）
割
合
を
一
定

程
度
ま
で
高
め
、
年
度

間
に
お
け
る
計
画
的
な

予
算
執
行
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
事
業
に

つ
い
て
は
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業

等
、
国
や
北
海
道
の
補

助
事
業
制
度
を
可
能
な

限
り
活
用
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
近
年
、
国
や
北
海

道
か
ら
の
補
助
金
等
の

決
定
額
が
要
望
に
比
べ

て
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
い
て

も
、
各
事
業
に
つ
い
て

計
画
的
な
執
行
に
支
障

を
き
た
し
て
お
り
、
事

業
量
も
減
少
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
引
き
続

き
国
や
北
海
道
に
補
助

事
業
等
の
執
行
に
関
し

て
強
く
要
望
を
続
け
て

い
く
と
と
も
に
、
各
事

業
の
計
画
的
な
執
行
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

⑶
市
制
施
行
五
十
年
を
迎

え
次
の
五
十
年
に
向
け

た
都
市
基
盤
整
備
計
画

（
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

ビ
ジ
ョ
ン
）
の
策
定

【
回
答
】

本
市
で
は
、
財
政
運

営
の
安
定
性
を
堅
持
し

な
が
ら
、
老
朽
化
し
た

公
共
施
設
の
更
新
や
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な

ど
と
い
っ
た
喫
緊
の
大

型
事
業
を
着
実
に
実
施

す
る
た
め
、
平
成
二
十

九
年
度
か
ら
平
成
三
十

六
年
度
ま
で
の
八
年
間

を
計
画
期
間
と
し
た

「
大
型
事
業
推
進
プ
ラ

ン
」
を
平
成
二
十
九
年

三
月
に
策
定
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
未
来
を
見
据

え
、
行
政
と
市
民
が
と

も
に
責
任
を
も
っ
て
、

真
に
必
要
な
施
設
を
大

切
に
長
く
使
用
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
適
正

配
置
を
含
め
た
公
共
施

設
整
備
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
を
示
し

た
「
公
共
施
設
整
備
方

針
」
を
平
成
二
十
七
年

九
月
に
策
定
し
て
お
り

ま
す
。

本
市
の
財
政
状
況
は

依
然
厳
し
く
、
都
市
基

盤
整
備
を
着
実
に
実
施

し
つ
つ
、
財
政
運
営
の

安
定
性
を
確
保
し
て
い

く
た
め
に
は
、
財
政
の

見
通
し
を
踏
ま
え
た
計

画
的
な
事
業
実
施
が
求

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
計
画
期

間
に
つ
い
て
は
、
こ
の

搭
載
事
業
の
財
源
的
裏

付
け
を
明
ら
か
に
す
る

観
点
か
ら
、
平
成
二
十

九
年
度
見
直
し
を
行
う

「
中
期
財
政
見
通
し
」

と
同
一
期
間
と
し
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
老
朽
化
し
た

都
市
イ
ン
フ
ラ
や
公
共

施
設
の
整
備
、
観
光
都

市
と
し
て
の
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
な
ど
、
大

型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
策

定
時
点
で
の
検
討
中
で

あ
る
公
共
施
設
の
更
新

や
整
備
事
業
な
ど
に
つ

い
て
は
、
実
施
を
決
定

し
た
段
階
で
プ
ラ
ン
に

追
加
し
搭
載
し
て
ま
い

り
ま
す
。

⑷
市
道
鉱
山
札
内
線
の
整

備
促
進

⑸
道
道
弁
景
幌
別
線
の
整

備
促
進

【
回
答
】

都
市
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
安
全
で
安

心
な
市
民
生
活
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
良
好

な
社
会
環
境
を
創
設
し

経
済
活
動
の
向
上
を
図

る
な
ど
、
事
業
の
緊
急

性
や
必
要
性
、
整
備
の

効
果
等
を
考
慮
し
た
う

え
で
、
そ
の
優
先
度
を

判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

市
道
鉱
山
札
内
線
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
優

先
度
は
他
の
市
道
と
比

し
て
低
い
と
考
え
て
お

り
、
現
段
階
で
の
取
組

み
は
非
常
に
困
難
な
状

況
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
道
道
弁
景
幌

別
線
の
整
備
に
つ
い
て

も
、
現
在
、
北
海
道
へ

多
々
要
望
し
て
い
る
北

海
道
所
管
の
社
会
資
本

の
整
備
の
う
ち
優
先
度

は
低
い
と
考
え
て
お
り
、

よ
り
緊
急
性
・
必
要
性

の
高
い
事
業
に
つ
い
て

優
先
的
に
要
望
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
の

到
来
を
迎
え
、
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
の
な
か
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
背

景
と
し
て
、
真
に
必
要

な
社
会
資
本
へ
の
重
点

的
な
投
資
を
求
め
る
声

が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
と
も
引

き
続
き
社
会
資
本
整
備

の
優
先
度
を
判
断
し
、

北
海
道
へ
強
く
要
望
を

続
け
て
い
く
と
と
も
に
、

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

も
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

⑹
公
共
施
設
照
明
器
具
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
促
進

【
回
答
】

今
年
度
、
本
市
で
は
、

市
が
行
う
事
務
・
事
業

に
よ
り
排
出
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、

登
別
市
温
暖
化
対
策
実

行
計
画（
事
務
事
業
編
）

を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
目
標
達

成
に
係
る
具
体
的
な
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ
の

更
新
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ

の
更
新
は
、
温
暖
化
対

策
に
有
効
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

電
力
使
用
を
抑
制
し
、

市
の
財
政
負
担
を
軽
減

す
る
効
果
も
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
公
共
施

設
の
新
築
や
改
築
に
合

わ
せ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具

の
導
入
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

《
要
望
》

Ⅱ
．
地
域
経
済
振
興

⑴
プ
レ
ミ
ア
ム
リ
フ
ォ
ー

ム
券
発
行
事
業
へ
の
支

援
【
回
答
】

プ
レ
ミ
ア
ム
リ
フ
ォ

ー
ム
券
発
行
事
業
は
、

市
内
建
設
業
の
活
性
化

に
繋
が
る
効
果
的
な
事

業
で
は
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
が
、
効
果

が
比
較
的
短
期
的
で
あ

る
こ
と
や
、
需
要
の
先

食
い
に
よ
る
反
動
減
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施

に
つ
い
て
は
、
社
会
情

勢
・
経
済
状
況
、
国
か

ら
の
補
助
な
ど
財
源
の

確
保
な
ど
を
勘
案
し
つ

つ
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑵
街
バ
ル
及
び
ま
ち
ゼ
ミ

事
業
へ
の
支
援

【
回
答
】

街
バ
ル
や
ま
ち
ゼ
ミ

事
業
の
よ
う
に
商
店
街

活
性
化
に
繋
が
る
取
り

組
み
に
対
す
る
支
援
は
、

各
地
区
を
担
う
商
店
街

等
の
賑
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
に
必
要
な
も
の

と
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
商
店
街
活
性
化

支
援
事
業
補
助
金
に
よ

る
支
援
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
三
十
年
度
に

お
い
て
も
継
続
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

当
該
補
助
金
は
、
商

店
街
等
が
自
主
的
に
事

業
を
実
施
す
る
き
っ
か

け
と
し
て
、
ま
た
、
補

助
に
よ
る
一
層
の
効
果

的
な
事
業
展
開
を
行
え

る
よ
う
支
援
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
継

続
的
な
補
助
を
行
う
も

の
で
は
な
い
た
め
、
事

業
の
実
施
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、「
必
要
経
費

の
精
査
」
や
「
事
業
実

施
後
の
効
果
検
証
」
を

行
い
、
支
援
終
了
後
も

事
業
が
継
続
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⑶
市
内
学
校
行
事
に
係
る

情
報
提
供
の
促
進

【
回
答
】

年
度
当
初
に
把
握
が

可
能
な
主
要
行
事
（
運

動
会
、
学
芸
会
、
各
学

期
等
）
に
つ
い
て
は
、

五
月
上
旬
ま
で
に
貴
会

議
所
へ
情
報
提
供
い
た

し
ま
す
。

⑷
大
型
店
の
出
店
や
撤
退

動
向
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
の
促
進

【
回
答
】

本
市
と
し
ま
し
て
は
、

地
域
商
店
に
対
す
る
影

響
が
大
き
い
大
型
店
の

出
店
や
撤
退
動
向
を
掴

ん
だ
場
合
に
お
き
ま
し

て
、
情
報
の
真
偽
に
十

分
留
意
し
た
上
で
、
情

報
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

な
お
、
大
型
店
の
出

店
や
撤
退
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
規
模
小
売
店

舗
立
地
法
に
基
づ
き
、

北
海
道
へ
の
届
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
公
告
も
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
確
認
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

⑸
市
内
に
賦
存
す
る
豊
富

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
小
水
力
発
電
事

業
な
ど
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
へ

の
支
援

【
回
答
】

事
業
者
か
ら
事
業
実

施
に
つ
い
て
相
談
が
あ

っ
た
際
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
や
北
海
道
の
支

援
策
の
紹
介
や
、
河
川

の
流
量
デ
ー
タ
の
提
供

な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
に
向
け

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
要
望
》

Ⅲ
．
観
光
振
興

⑴
タ
ウ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

構
築
と
そ
れ
を
担
う
人

材
育
成

①
新
た
な
観
光
振
興
を
目

指
し
、
地
域
全
体
の
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
一

体
的
に
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（D
e

s
t
in

a
t
io

n 
M

a
n

a
g

e
m

e
n

t 
O

rganization

）
等
の

組
織
化
に
向
け
た
検
討

【
回
答
】

平
成
二
十
九
年
六
月

二
十
七
日
に
開
催
さ
れ

た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り

円
卓
会
議
に
お
い
て
、

貴
会
議
所
か
ら
提
案
さ

れ
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に
向

け
た
研
究
が
了
承
さ
れ
、

本
年
度
、
国
立
大
学
北

海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
た
登
別
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

構
築
に
向
け
た
調
査
研

究
が
行
わ
れ
て
お
り
、

今
後
、
調
査
結
果
が
示

さ
れ
る
も
の
と
存
じ
ま

す
。今

後
は
、
当
研
究
結

果
を
参
考
と
し
て
貴
会

議
所
が
中
心
と
な
り
、

登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
や
登
別

温
泉
旅
館
組
合
な
ど
関

係
団
体
と
連
携
し
、
登

別
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
置
に

向
け
た
協
議
等
が
行
わ

れ
る
と
存
じ
ま
す
の
で
、

当
市
に
お
い
て
も
当
協

議
へ
の
参
加
を
通
じ
て

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
に
向
け

た
検
討
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

②
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ

と
タ
ウ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
担
う
人
材
育
成
（
街

先
案
内
人
の
養
成
な

ど
）

【
回
答
】

多
様
化
す
る
観
光
客

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
良

質
な
温
泉
以
外
の
食
、

文
化
、
体
験
な
ど
多
様

で
魅
力
的
な
地
域
資
源

を
提
供
で
き
る
よ
う
、

掘
り
起
こ
し
と
磨
き
上

げ
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
「
観

光
都
市
登
別
」
の
一
員

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
多
く
の

市
民
、
団
体
が
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
主
体
と
な

る
よ
う
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

⑵
Ｆ
Ｉ
Ｔ
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
旅
行
者
に
対
す
る
通

信
環
境
の
整
備
促
進

①
カ
ル
ル
ス
地
区
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及

び
無
線
通
信
環
境
の
整

備
促
進

【
回
答
】

カ
ル
ル
ス
地
区
に
お

い
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

行
者
が
徐
々
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ニ

ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら

通
信
環
境
の
整
備
が
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑶
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
及
び
周
辺

地
区
の
整
備
促
進

①
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
及
び
周
辺

地
区
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
二
〇
二
〇
年
を
目

途
と
し
て
市
制
施
行
五

十
周
年
記
念
事
業
等
に

位
置
づ
け
る
こ
と

②
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
（
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
）

③
登
別
地
区
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
へ
の
支
援

及
び
登
別
駅
隣
接
地
に

お
け
る
拠
点
施
設
建
設

に
向
け
た
具
体
的
計
画

の
策
定

【
回
答
】

当
地
域
の
整
備
や
計

画
の
策
定
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
観

光
ま
ち
づ
く
り
円
卓
会

議
や
登
別
地
区
観
光
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の

参
加
を
通
じ
、
貴
会
議

所
や
登
別
国
際
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、

登
別
温
泉
旅
館
組
合
、

商
店
街
、
地
域
住
民
等

と
一
体
と
な
っ
た
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
北

海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
や
関
係
機
関
な
ど
と

の
協
議
等
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

④
登
別
駅
前
周
辺
商
店
街

で
の
に
ぎ
わ
い
創
出
支

援
【
回
答
】

本
市
で
は
、
商
店
街

の
活
性
化
に
向
け
た
事

業
に
対
し
「
商
店
街
活

性
化
支
援
事
業
補
助

金
」
に
よ
る
支
援
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
十
年

度
に
は
、
創
業
す
る
際

に
店
舗
の
新
築
・
改
築

・
改
装
等
に
対
し
支
援

を
行
う
「
事
業
所
開
設

費
補
助
金
」
に
お
い
て
、

登
別
駅
前
周
辺
に
て
創

業
す
る
際
に
補
助
内
容

の
拡
充
を
行
う
な
ど
、

登
別
駅
前
周
辺
商
店
街

の
賑
わ
い
創
出
に
繋
が

る
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

⑤
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
の

登
別
地
区
移
転
に
際
し

地
区
住
民
に
開
か
れ
た

施
設
と
な
る
よ
う
働
き

か
け

【
回
答
】

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

に
つ
い
て
は
、
登
別
温

泉
地
区
か
ら
登
別
地
区

へ
移
転
す
る
こ
と
に
よ

り
、
登
別
地
区
の
み
な

ら
ず
、
近
隣
自
治
体
に

暮
ら
す
人
々
の
健
康
も

守
る
、
地
域
医
療
の
要

と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
十
二
年
四
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
登
別
新
病
院
の
開

院
に
向
け
、
病
院
の
新

築
・
移
転
が
円
滑
に
図

ら
れ
る
よ
う
、
土
地
の

地
域
経
済
の
振
興
発
展
に
関
す
る
政
策
提
言
及
び
要
望
　
回
答
書

－ 3－
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当
所
女
性
会
の
平
成
三
十
年
度
通
常
会
員
総
会
が
五

月
二
日
（
水
）
に
、
会
員
９
名
が
出
席
し
、
ホ
テ
ル
平

安
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
と
同
収
支
決
算
が
承
認

さ
れ
、
平
成
二
十
九
年
十
月
六
日
（
金
）
に
札
幌
市
で

行
わ
れ
た
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
北
海
道

全
国
大
会
の
運
営
協
力
に
当
女
性
会
が
携
わ
っ
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画（
案
）と
同
収
支
予
算（
案
）

が
承
認
さ
れ
、
昨
年
か
ら
始
め
た
「
鬼
ま
つ
り
事
業
へ

の
参
画
」
の
他
、
温
泉
街
へ
赴
い
て
、
外
国
人
観
光
客

へ
写
真
撮
影
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
な
ど
の
計
画
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
と
し
て
、
旭
川
市
で
開
催
の
全
道
研
修
交

流
会
（
十
月
）、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
岩

手
全
国
総
会
（
十
月
）
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

登
別
商
工
会
議
所
青
年
部
が
創
設
さ
れ
て
四
十
六
年

と
い
う
歳
月
の
中
、多
く
の
先
輩
が
こ
の
登
別
（
ま
ち
）

の
発
展
や
地
域
の
た
め
に
「
創
意
と
工
夫
」「
勇
気
と

情
熱
」
を
傾
け
て
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
や
伝
統
、
そ
し

て
絆
を
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
功
績
に
敬
意
を
表
す
と

共
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、「
Ｔ
ｈ
ｅ　

ｂ
ｏ
ｎ
ｄ
ｓ　
ｏ
ｆ　

Ｙ

Ｅ
Ｇ
～
Ｙ
Ｅ
Ｇ
（
わ
れ
ら
）
の
絆
を
昇
華
さ
せ
、
さ
ら

な
る
発
展
へ
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
さ
ら
な
る
絆
を

生
み
、
仲
間
達
と
未
来
を
語
り
合
う
か
ら
こ
そ
生
ま
れ

る
絆
を
成
長
さ
せ
、
行
動
を
共
に
し
て
育
ま
れ
る
絆
を

経
る
。
そ
れ
ら
を
原
動
力
と
し
て
、
何
事
に
も
臆
す
る

こ
と
な
く
挑
戦
し
、
仲
間
と
と
も
に
困
難
を
乗
り
越
え
、

お
互
い
を
補
い
合
い
な
が
ら
事
業
を
成
す
こ
と
で
、
多

く
を
自
社
企
業
の
み
な
ら
ず
地
域
経
済
全
体
へ
と
還
元

で
き
る
の
で
す
。こ
の
還
元
し
た
絆
が
未
来
の
登
別（
ま

ち
）
を
支
え
て
い
く
糧
（
ち
か
ら
）
と
な
る
よ
う
、
先

導
者
た
る
気
概
で
研
鑚
に
努
め
、
新
し
い
文
化
の
創
造

に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
度

登
別
商
工
会
議
所
女
性
会

通
常
会
員
総
会

The bonds of YEG

～
Ｙ
Ｅ
Ｇ
（
わ
れ
ら
）
の
絆
を
昇
華
さ
せ
、

�

さ
ら
な
る
発
展
へ
～

登
別
商
工
会
議
所 

青
年
部

　
　
　
平
成
三
十
年
度 

会
長

渡
辺　
哲
也

会
長
所
信

青
年
部
ひ
ろ
ば

女
性
会 

�

ー
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
ー

売
買
に
関
す
る
事
務
や

周
辺
の
市
道
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
病

院
建
設
に
向
け
て
は
、

地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、

市
民
や
近
隣
市
町
の
住

民
の
方
々
の
利
用
し
や

す
い
、
開
か
れ
た
病
院

施
設
と
な
る
よ
う
、
市

と
し
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
情
報
共
有
と
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑷
登
別
温
泉
街
の
整
備
促

進
①
登
別
温
泉
地
獄
谷
周
辺

の
傾
斜
地
に
お
け
る
崩

落
防
止
工
事
の
推
進

【
回
答
】

地
獄
谷
展
望
台
周
辺

の
傾
斜
地
は
北
海
道
の

管
理
地
で
あ
る
た
め
、

北
海
道
へ
整
備
を
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
ク
ッ
タ
ラ
湖
に
お
け
る

観
光
資
源
活
用
の
検
討

及
び
周
辺
施
設
の
整
備

並
び
に
周
遊
道
路
の
整

備
【
回
答
】

白
老
町
と
情
報
交
換

し
な
が
ら
、
本
市
と
し

て
協
力
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

③
温
泉
排
熱
・
地
熱
を
活

用
し
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ

ィ
ン
グ
等
の
促
進

【
回
答
】

北
海
道
の
『
一
村
一

炭
素
お
と
し
』
事
業
に

よ
る
『
空
気
吹
き
出
し

式
融
雪
シ
ス
テ
ム
事

業
』
に
つ
い
て
は
、
市

道
登
別
温
泉
中
央
通
り

の
歩
道
内
（
登
別
温
泉

町
一
一
四
番
地
一
）
に

設
置
し
、
平
成
二
十
二

年
十
二
月
か
ら
運
転
を

開
始
し
て
お
り
、
高
い

融
雪
効
果
を
発
揮
し
て

お
り
ま
す
。

積
雪
や
凍
結
の
な
い

歩
行
し
や
す
い
歩
道
な

ど
を
実
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、
安
全
・
安
心
な

温
泉
地
を
目
指
す
た
め
、

研
究
機
関
や
企
業
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
温

泉
排
熱
や
地
熱
の
利
用

に
関
す
る
調
査
・
研
究

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

④
カ
ン
ト
レ
ラ
の
冬
季
活

用
の
促
進

【
回
答
】

の
ぼ
り
べ
つ
文
化
交

流
館
カ
ン
ト
・
レ
ラ
で

は
、
開
館
に
向
け
て
準

備
を
行
う
中
で
、
立
地

的
に
雪
が
多
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
除
雪
に
係
る

経
費
及
び
灯
油
な
ど
燃

料
費
の
膨
大
な
負
担
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
、
ま

た
、
冬
期
間
の
利
用
者

は
減
少
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

北
海
道
内
の
同
程
度
の

施
設
の
視
察
を
行
っ
た

う
え
で
、
冬
期
間
（
十

二
月
か
ら
翌
年
三
月
ま

で
）
の
閉
鎖
措
置
を
決

定
し
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。現

状
、
除
雪
に
つ
い

て
は
、
カ
ン
ト
・
レ
ラ

ま
で
の
道
路
及
び
玄
関

前
を
町
内
会
の
方
が
ご

厚
意
で
除
雪
し
て
く
だ

さ
る
場
合
や
、
平
成
二

十
三
年
、
二
十
四
年
、

二
十
七
年
に
は
四
月
一

日
の
開
館
に
合
わ
せ
て
、

企
業
の
社
会
貢
献
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
冬
期
間
も
開

館
す
る
こ
と
で
頻
回
に

除
雪
作
業
を
実
施
す
る

と
な
る
と
、
燃
料
費
、

光
熱
水
費
な
ど
の
維
持

管
理
経
費
及
び
臨
時
職

員
な
ど
の
人
件
費
と
併

せ
、
市
の
負
担
が
大
幅

に
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
カ
ン
ト
・
レ

ラ
近
隣
に
位
置
す
る
登

別
温
泉
へ
の
冬
期
間
中

の
観
光
客
の
入
込
数
を

見
て
み
ま
す
と
、
開
館

当
時
に
比
し
、
冬
期
間

の
観
光
客
入
込
数
が
減

少
す
る
割
合
は
大
幅
に

小
さ
く
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
入
込
数
に
お
け

る
外
国
人
観
光
客
の
人

数
が
増
加
し
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
外
国
語

に
対
応
し
て
い
な
い
カ

ン
ト
・
レ
ラ
で
は
、
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入

れ
は
難
し
く
、
経
費
の

問
題
と
併
せ
、
現
状
で

は
冬
期
間
の
開
館
は
難

し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。な

お
、
閉
館
と
同
時

に
水
・
ガ
ス
を
止
め
て

い
る
た
め
に
ト
イ
レ
等

の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、
積
雪
の
状
態
で
あ

っ
て
も
問
題
の
な
い
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
、

活
用
し
た
い
な
ど
の
ご

要
望
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
内
容
に
よ
っ
て
は

開
放
す
る
こ
と
は
可
能

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

⑤
登
別
温
泉
街
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
の
再
整
備

【
回
答
】

登
別
温
泉
街
の
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
大
き
な
損
傷

箇
所
は
無
い
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
が
、

近
年
、
特
に
歩
道
の
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の

階
段
等
、
部
分
的
な
損

傷
が
発
生
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
破
損
箇
所
の
早
期

発
見
に
努
め
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
補
修

を
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

⑷
観
光
産
業
に
お
け
る
人

材
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み

①
子
育
て
世
帯
等
の
人
材

確
保
に
向
け
登
別
温
泉

地
区
に
お
け
る
保
育
機

能
の
充
実

【
回
答
】

人
材
確
保
に
向
け
た

保
育
（
預
か
り
）
の
実

施
主
体
は
あ
く
ま
で
事

業
所
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
登
別
温
泉
旅

館
組
合
に
対
し
、
事
業

所
内
保
育
、
認
可
外
保

育
な
ど
の
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
様
々

な
運
営
方
法
を
提
案
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
二
十
八
年
度
か

ら
は
、
新
た
に
認
可
施

設
並
み
の
助
成
が
受
け

ら
れ
、
比
較
的
柔
軟
な

運
営
が
可
能
な
企
業
主

導
型
保
育
事
業
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

登
別
市
内
に
お
い
て
も
、

平
成
二
十
九
年
度
に
企

業
主
導
型
保
育
事
業
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
制
度
の
情

報
提
供
な
ど
の
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
官
民
連
携
に
よ
る
人
材

確
保
事
業
の
展
開

【
回
答
】

本
市
で
は
、
地
元
企

業
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
市
内
の
高
等

学
校
に
通
う
高
校
生
を

対
象
に
、
実
際
に
仕
事

を
体
験
す
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
高
校

二
・
三
年
生
向
け
就
職

応
援
講
座
の
開
催
や
優

秀
な
技
能
者
の
育
成
に

向
け
た
事
業
内
職
業
訓

練
の
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、「
よ
う
て
い

・
西
い
ぶ
り
合
同
企
業

説
明
会
」
を
開
催
し
、

白
老
町
を
含
む
西
胆
振

地
域
や
後
志
地
域
の
町

村
な
ど
の
企
業
や
地
方

自
治
体
に
参
加
い
た
だ

き
な
が
ら
、
求
職
者
の

方
に
地
元
企
業
に
目
を

向
け
て
も
ら
う
取
り
組

み
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
て
人

材
の
確
保
に
向
け
た
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
人
材
育
成
の
支
援

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

《
要
望
》

Ⅳ
．
小
規
模
企
業
支
援
体

制
の
整
備
・
強
化

⑴
『
中
小
企
業
相
談
事
業

補
助
金
』
の
継
続
並
び

に
交
付
要
件
の
緩
和

【
回
答
】

市
内
中
小
企
業
の
振

興
や
育
成
、
経
営
の
安

定
化
な
ど
を
図
る
た
め
、

貴
会
議
所
内
の
中
小
企

業
相
談
所
が
果
た
す
役

割
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
目
的
は
、

「
登
別
商
工
会
議
所
が

経
営
指
導
員
、
補
助
員

及
び
記
帳
専
任
職
員
を

設
置
し
、
市
内
の
中
小

企
業
者
の
経
営
又
は
技

術
の
改
善
発
達
の
た
め

の
事
業
を
実
施
し
、
も

っ
て
中
小
企
業
者
の
振

興
と
安
定
に
寄
与
す

る
」
こ
と
で
あ
り
、
貴

会
議
所
に
お
い
て
、
市

内
事
業
者
の
持
続
的
発

展
を
目
指
す
経
営
計
画

の
策
定
や
販
路
拡
大
に

係
る
き
め
細
か
な
支
援

体
制
の
構
築
を
図
る
こ

と
は
、
地
域
経
済
の
発

展
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と

し
て
は
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、

平
成
三
十
年
度
も
支
援

を
継
続
す
る
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
交
付
要
件
に

つ
い
て
は
、「
中
小
企

業
相
談
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
」
及
び
「
登
別

市
補
助
金
等
の
事
務
取

扱
に
関
す
る
規
則
」
に

規
定
し
て
お
り
、
北
海

道
の
「
小
規
模
事
業
指

導
推
進
費
補
助
金
」
と

の
関
連
性
を
考
慮
す
る

と
、
本
事
業
の
内
容
に

大
き
な
変
更
が
無
い
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
同

様
の
交
付
要
件
に
基
づ

い
て
支
援
し
て
い
く
予

定
と
し
て
お
り
ま
す
。

－ 4－
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市内経済の動き
人口（登別市住民基本台帳）

３ 月 前年同月比 ４月
48,519人 ▲1.30％ 48,556人

観光客宿泊数（登別市調）
２ 月 前年同月比 ３月
109,439人 3.52％ 103,721人

建築着工動向（登別市調）
３ 月 前年同月比 ４月

新築件数 ７ 件 77.78％ １６件
増築件数 ０ 件 100.00％ ２ 件

消費動向（登別商工会議所調）
３ 月 前年同月比 ４月

大型店販売額（主要 ５ 店計） 787百万円 ▲1.41％ 762百万円

雇用動向（室蘭公共職業安定所調）
３ 月 前年同月比 ４月

有効求人倍率 1.36倍 0.13ポイント 1.36倍

西胆振の企業倒産動向（東京商工リサーチ室蘭支店調）
２ 月 前年同月比 ３月

倒産件数 ０ 件 ▲ １ 件 １ 件
負債総額 0万円 ▲88,274万円 3,000万円

公共事業発注状況・登別市
2月（総額、主な工事と契約額）

工事名 契約額（万円）
１ 上鷲別富岸川外浚渫工事 334
２ 市営住宅内部等補修（その１）工事 190
３ 市営住宅内部等補修（その ２）工事 167
４ 市営住宅内部等補修（その ３）工事 185
５ 合併処理浄化槽設置工事その ９ 124

3 月（総額、主な工事と契約額）
工事名 契約額（万円）

１ クリンクルセンター焼却処理施設改修工事その１ 14,742

会議所の動き
項　　　　　　目

4月11日 平成30年度　第１回広域経済委員会
20日 三商工会議所専務理事事務局長会議

21日
日本YEG北海道ブロック
第１回会長会議

25日 第59回広域経済開発懇談会

26日
社会人基礎力が身につく
「新入社員研修」
道南商工会議所連絡協議会

5月 2日
登別商工会議所女性会
平成30年度通常会員総会

14日
正副会頭会議
平成29年度　監事会（後期監査）
登別の教育の推進に関する懇話会

21日
地域経済の振興に係る意見交換会
平成30年度北海道新幹線×nittan地域
戦略会議総会

22日
第214回常議員会
登別市における有識者と公正取引委員
会との懇談会

項　　　　　　目

29日
正副会頭会議
第126回通常議員総会

6月 2日
日本商工会議所観光専門委員会
「東北絆まつり等視察会」（～3日）

7日
道商連政策委員会・合同委員会
道商連第177回常議員会・
第186回通常会員総会合同会議

10日 第149回簿記検定試験

17日
第44回カラーコーディネーター検定試
験
室蘭～宮古航路開設記念祝賀会

21日
日本商工会議所と北海道ブロック商工
会議所との懇談会

22日 宮蘭フェリー関連事業（～24日）
24日 珠算能力検定試験

商工会議所LOBO
（早期景気観測）
2018年4月調査結果

全国
　 4月の全産業合計の業況DIは、▲11.5と、前月から＋
4.3ポイントの改善。電子部品や産業用機械関連を中心
に製造業が全体を牽引したほか、インバウンドを含む春
の観光需要を取り込んだ宿泊業・飲食業やレジャー関連
業を中心とするサービス業の業況が改善した。深刻な人
手不足や原材料費・燃料費の上昇、食料品・日用品に対
する消費者の低価格志向を指摘する声は依然として多い
ものの、中小企業の景況感は、総じて緩やかな回復基調
が続いている。先行きについては、先行き見通しDIが▲
14.2（今月比▲2.7ポイント）と悪化を見込むものの、「好
転」から「不変」への変化が主因であり、実体はほぼ横
ばい。個人消費の持ち直しやゴールデンウィークに伴う
観光需要拡大、生産や設備投資の堅調な推移への期待
感がうかがえる。他方、人手不足の影響の深刻化や、原
材料費・燃料費の上昇、コスト増加分の価格転嫁の遅れ、
米国の保護主義的な関税措置の影響など世界経済・貿
易に対する先行き不透明感を懸念する声も多く、中小企
業の業況感はほぼ横ばいで推移する見通し。
　産業別にみると、今月の業況DIは前月に比べ、建設業、
卸売業でほぼ横ばい、その他の 3 業種で改善した。各
業種から寄せられた特徴的なコメントは以下のとおり。
【建設業】「工場や倉庫の建設など、製造業からの発注
が多く、売上は改善。今後も案件増を期待できるため、
今年度は建設機械・車両等の設備投資を検討している」
（一般工事業）、「技術者の確保に難航しており、受注を
制限せざるを得ない。人手不足による外注費の増加や、
建設資材価格の高止まりが足かせとなり、収益の確保も
難しい」（舗装工事業）
【製造業】「世界的な半導体業界の活況から、同製造装
置の引き合いが多い。増産を行いたいが、人材確保に苦
慮しており、今以上の売上増は難しい」（産業用機械等
製造業）、「鉄鋼やアルミなど原材料の高値が続き、採算
の確保に苦戦しているほか、わが国にも、米国による保
護主義的な関税措置が適用されたため、今後、業績の
悪化が懸念される」（金属製品製造業）
【卸売業】「消費者の低価格志向から、卸先である小売業
の発注量が乏しく、売上悪化となった。人件費や運送費
の上昇により、収益も圧迫されている」（雑貨・日用品
卸売業）、「製造業からの発注が多く、売上は堅調。さら
なる販売先の拡大を目的に、今年度は、営業担当者の採
用人数を増やす予定」（産業用機械卸売業）
【小売業】「物産展などの各種催しが好調に推移したほか、
前年に比べ温かい日が続き、婦人服など春物衣料の売れ
行きも伸びている」（百貨店）、「パート・アルバイトの
採用難が続いているため、時給を引上げざるを得ないほ
か、飲食料品の仕入価格や電気代の上昇も相まって、採
算悪化となった」（スーパーマーケット）
【サービス業】「インバウンド需要の増加により、業況は
堅調。さらなる需要取り込みを目的に、Wi-Fi環境の整備
や館内表示の外国語対応など、新規設備投資を検討し
ている」（宿泊業）、「歓送迎会需要などにより、売上は
堅調に推移しているものの、大手メーカーによる業務用
酒類の一部値上げにより、採算は悪化した」（飲食業）

ブロック別概況・北海道
○全産業の業況DIは、前月と比べ悪化。産業別にみると、
製造業で改善、その他の 4 業種で悪化した。各業種か
ら寄せられたコメントは以下のとおり。
○「公共工事が減少し、売上悪化となったことに加え、
木材などの建設資材や人件費、燃料費等の上昇により、
採算も悪化した」（土木工事業）、「 ４ 月から酒類を始め
とする様々な飲食料品の価格が上昇しているため、料理
の提供量を減らすなどの対応を行い、採算は前年比横ば
いを維持した」（飲食業）、「輸出が好調なため、売上が
増加したほか、従業員の残業時間の削減や、原材料の見
直し等を行った結果、採算も改善した」（産業用機械製
造業）
○業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ改
善の見込み。産業別にみると、サービス業で悪化、その
他の 4業種で改善の見込み。

商工会議所
LOBO調査とは？

調査期間：２０１８年 ４ 月１２日～１８日
調査対象：�全国の４２０商工会議所が３９４１企業に

ヒアリング

登別の主要経済指標
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温 泉 供 給 業
不動産賃貸業 登別温泉株式会社

本 社　登別市登別温泉町60番地
☎（0143）84-2235　FAX84-2236

さぎり湯 登別市登別温泉町60番地
☎（0143）84-2050

温泉銭湯



無担保・無保証人・低金利

（小規模事業者経営改善資金融資制度）

2,000万円まで
融資限度額は？

運転資金 年以内7

設備資金 年以内
（据置期間１年）

（据置期間２年）
10

返済期間は？ 利用できるのは？

不要です
担保・保証人は？

1.11％
利率は？

マル経融資が
使いやすくなりました
　マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業
者の方々をバックアップするため、登別商工会議所の推薦
により無担保・無保証人・低金利でご利用いただける融資
制度です。

※１利率は平成 30 年 5 月 16 日（水）
現在です。金融情勢の状況により変
動することがあります。

※２ご融資の条件や必要書類は当商工会
議所までお問い合わせください。ま
た、ご希望に添えない場合がありま
すので、あらかじめご了承願います。

・常時使用する従業員が２０人以下（商業・サー
ビス業の場合は５人以下）の法人・個人事業
主の方。
・登別市内で最近１年以上事業を行っている
方。
・登別商工会議所の経営指導を原則６カ月以上
受けている方。
・所得税、法人税、事業税又は道市民税につい
て、納期限の到来している当該義務納税額（延
納又は納税猶予に係る税額を除く。）を完納
している方。
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（※事前予約制）

■必要書類
・個人事業主の方 ・法人事業所の方

①確定申告書、決算書又は収支内訳書(最近２ヵ年分) ①法人の履歴事項全部事項証明書

②見積書（設備資金の場合） ②最近２期分の確定申告書・決算書（勘定科目明細書含）

③最近の営業概況のわかるもの ③直近の試算表

④企業概要書（公庫との取引がない場合） ④見積書（設備資金の場合）

⑤創業計画書（開業資金の場合) ⑤企業概要書（公庫との取引がない場合）

☎ (0143) 85-4111  FAX (0143) 85-4199

Ｅメール info@noboribetsu.cci.or.jp

▼お問い合わせ・お申し込み先

登別商工会議所 中小企業相談所 経営支援課

〒059-0012 北海道登別市中央町５丁目６番地１

　　　　　　　　　　　　　登別商工会議所会館

■日　時/毎月第２火曜日 １０時～１２時

■場　所/登別商工会議所会館

室蘭支店

（北海道登別市中央町５丁目６番地１ ☎０１４３－８５－４１１１）

▽主催・共催      登別商工会議所 中小企業相談所

■相談料/　　　無　　　料

（当日のご相談を円滑に進めるため、以下の書類をご用意ください。）

「一日公庫」のご案内
～融資個別相談会～

▶当商工会議所で、日本公庫の融資担当者との ご

面談が可能です。

▶事前に決算書等の資料を提出していただければ、

より迅速に融資審査結果をご連絡できます。（ご面談

内容により、後日となることもあります。）

▶融資制度全体にかかるお問い合せやご相談も可

▶受注が増えて忙しくなりそうなので、その仕入資金

を手当てしたい。

▶従業員へボーナスを出そうと考えているので、その

資金を準備したい。

▶設備が老朽化したので、新しいものに買い替えた
い。
皆さまのさまざまなご要望にご活用いただけます。

「一日公庫」のメリット ご相談内容の例
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〒059-0592 登別市登別温泉町154
TEL0143-84-2101

http://www.nobogura.co.jp

興和工業株式会社
強化プラスチック製品製造

代表取締役　鈴　木　高　士
〒059-0001 北海道登別市新栄町1番地12　TEL：0143-88-1101　FAX：0143-88-1104

http://www.kouwa-frp.co.jp
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新会員紹介

　登別国際観光コンベンション協会は、これまでの観
光に特化した事業から脱却し「人を呼ぶ事業、人の集
まる街」の実現に向けて、地域の人材・資源等を活用
した全市観光の推進や国内外のＭＩＣＥ誘致に取り組
むことを目的として登別観光協会から組織変更しまし
た。
　今後は、登別商工会議所との密接な連携のもとに相
互協力を推進し、地域資源の開発と食や景観など多様
な登別の魅力を発信するとともに、市内各種団体と連
携を図りながら市民総参加による豊かな観光地づくり
を進め、地域の活性化や経済振興に貢献したいと考え
ておりますので、会員の皆様のご支援とご協力をお願
い申し上げます。
�
事業内容　観光業
〒０５９－０５５１　登別市登別温泉町６０番地
電話　０１４３－８４－３３１１
代表者　唐神　昌子

　 ５ 月29日にオープンしたキッチンカフェＭａｙ．ｔ。
　32年の調理師生活でつちかった洋食料理を幌別の皆
さまに味わって頂きたく幌別駅前にオープンしました。
　「本日のおすすめ」の日替わりメニューなど設け日々
創作しております。
　ランチ時間は11：00～14：00
　14：00からはアイドルタイム（アイドリング）とし
て甘さ控えめの手作りケーキを用意、ケーキセットと
してコーヒーを飲みながらおしゃべりしながらくつろ
いで頂きたいと思います。
　ディナーは多少のアルコールとガツンと料理をご用
意しております。
　まだ馴染みのないお店ですが皆さまどうぞ宜しくお
願いいたします。
＊�シェフ １ 人で調理致しております。注文が重なると

少々お時間頂いております。ご了承下さい。
�
事業内容　飲食業
〒059－0012　登別市中央町 ２ 丁目１７－３８
電話　０９０－３８９１－９５５９
代表者　真鍋　敦行

　弊社は伊達市に本店を構え、今年で創業５０周年を迎
えました。
　この度 ３ 月１５日より登別地区に「クリーニングもも
登別美園店」をオープンさせていただきました。
　登別で愛される企業を目指し、従業員一同精一杯ご
奉仕させて頂く所存です。
　「技術とサービス」「来たときよりもＨＡＰＰＹに！」
をモットーに笑顔あふれる店作りをしてまいります。
　どうぞ末永くよろしくお願い申し上げます。
（現在、従業員５０名、伊達地区 ４ 店舗、室蘭登別地区
５ 店舗、外交営業 ６ 名）
�
事業内容　洗濯業
〒０５９－００３６　登別市美園町 １ 丁目１２－ １
電話　０１４３－８７－１８００
代表者　木谷　由紀男

一般社団法人　
登別国際観光コンベンション協会 キッチンカフェ　Ｍａｙ．ｔ ㈱伊達クリーニング

バ
イ
の
ぼ
り
べ
つ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

登
別
市
が
将
来
に
渡
り
〝
ま
ち
〟
と
し
て
持
続
し
て
い
く
為
に
は
、

地
域
の
住
民
や
企
業
が
進
ん
で
地
元
消
費
に
努
め
る
こ
と
で
地
域
内

の
経
済
を
「
循
環
」
さ
せ
、
ま
ち
の
機
能
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

地
元
企
業
や
市
民
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
元
消
費
を
意
識
す
る
こ

と
で
、
循
環
型
の
地
域
経
済
を
育
て
て
行
く
た
め
に
、
登
別
商
工
会

議
所
は
「
わ
た
し
も
地
元
応
援
隊
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲

げ
「
バ
イ
の
ぼ
り
べ
つ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
普
及
・
啓
発
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
配
布
に
つ
い
て
（
無
償
）〉

　

バ
イ
の
ぼ
り
べ
つ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
わ
た
し
も
地
元
応
援
隊
」
の

普
及
・
啓
発
用
ツ
ー
ル
と
し
て
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
（
下
記
参
照
）
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
作
成
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
同
封
い
た
し
ま
す
の
で
、
貴
社

の
社
用
車
へ
の
掲
示
や
、
社
内
で
掲
示
い
た
だ
き
、
周
知
・
啓
発
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

尚
、
複
数
の
掲
示
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
際
に
は
、
お
手
数
で
す

が
登
別
商
工
会
議
所
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
と
、
マ
グ
ネ
ッ
ト

の
在
庫
状
況
に
応
じ
て
登
別
商
工
会
議
所
会
員
企
業
に
限
り
無
償
で

提
供
い
た
し
ま
す
。

　

登
別
市
札
内
町
に
あ
る
㈱
登
別
酪
農
館

は
、
地
元
食
材
を
炭
火
焼
な
ど
で
自
ら
調

理
し
て
そ
の
場
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

フ
ァ
ー
ム
体
験
キ
ッ
チ
ン
「
ポ
ン
ト
コ
ハ

ウ
ス
」
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

㈱
登
別
酪
農
館
の
本
社
と
製
造
施
設
が

入
る
旧
札
内
小
中
学
校
の
玄
関
横
に
作
ら

れ
た
「
ポ
ン
ト
コ
ハ
ウ
ス
」
で
は
、
地
元

食
材
（
の
ぼ
り
べ
つ
豚
、
の
ぼ
り
べ
つ
ビ

ー
フ
）
の
ス
テ
ー
キ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
、
同

社
が
製
造
す
る
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
登
別
チ
ー

ズ
な
ど
を
使
っ
た
ポ
ン
ト
コ
・
ビ
ザ
な
ど

の
料
理
メ
ニ
ュ
ー
が
味
わ
え
ま
す
。

　

同
社
の
三
浦
社
長
は
、
身
近
に
登
別
の

食
や
環
境
を
学
べ
る
「
食
育
」
の
場
を
つ

く
り
た
い
と
考
え
準
備
を
進
め
て
き
た
。

登
別
の
食
材
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
信
す
る

こ
と
で
登
別
の
魅
力
づ
く
り
に
繋
が
れ
ば

と
強
い
思
い
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

の
ぼ
り
べ
つ
牛
乳
ま
つ
り

　

�

七
月
二
十
八
日
（
土
）
に
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
予
定

〈
営
業
時
間
〉

　

金
・
土
・
日
曜
日
の
正
午
～
午
後
４
時

　

※�

冬
期
間
・
暴
風
雪
等
天
候
が
悪
い
場

合
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

今
年
も
や
り
ま
す
！

　
　
　
の
ぼ
り
べ
つ
牛
乳
ま
つ
り

　
　
　
　
七
月
二
十
八
日
（
土
）、

　
　
　
　
　
　
二
十
九
日
（
日
）

＜参考使用例（社用車後部への貼り付け）＞

＜普及・啓発用マグネット＞
（縦11cm×横10cm）

登別温泉ＰＲ
キャラクター
“えんまくん”

－ 7－

第１85号 7 月号な な か ま ど

営業時間/AM9：00～PM6：00（土曜日はPM3：00まで）　定休日/毎週日曜日
〒059-0034 登別市鷲別町3丁目20番地5　☎ 0143-86-6155　姉 0143-86-8876

株式
会社宝山堂中島薬局
薬局：保険調剤、一般薬品、化粧品 燃料：LPガス、灯油関連機器販売・工事

北都建設株式会社
代表取締役 中 塚 　 信

〒059-0023 登別市桜木町3丁目3番地9
☎（0143）85‒6771・FAX（0143）85‒9556

特定建設業

TM

2015
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第30回

多彩な顔ぶれがそろう当商工会議所の会員事業所を訪れ、その成り立ちや奮戦ぶりをシリーズで紹介します。

㈱永田塗装 スナック「花」、
カラオケ軽食喫茶「陽だまり」「地域から愛される塗装店」を目指して 地域の『憩いの場』

▼開業・事業承継の経緯は？
　先代であり父である永田あきらが昭和６２年 ２ 月に当時の勤務先から永田塗装として独立開業し、
平成２３年 １ 月に法人化、本年で３１年目を迎えました。
　私自身は、学校を卒業した後、他社に就職しましたが、父の仕事ぶりに感銘し、平成１５年に入社、
専務取締役を経て平成２９年に代表取締役社長に就任しました。
▼今日までの思い出は？
　入社当時、素人同然であった私は、先代から職人としての仕事に対する姿勢はもとより、技術や
知識について厳しく熱い指導を受けました。
　その経験を糧として、先代から事業を承継した現在も、新たな塗料への対応や技術を習得するべ
く、社員とともに日々励んでいます。
▼セールスポイントは？
　塗装業界は、大手の進出や格安で施工する業者の台頭によって、受注競争は激化しています。
　弊社は、お客様の立場に立って、塗布する素材や性質を見極め、最適な機能や効果が得られる塗
料を提案し、１ つ １ つ丁寧な施工を心掛けるとともに、アフターサービスの充実にも努め、施工価
格以上の満足感を提供できるよう心掛けています。
　また、様々な職人が集う登別技能協会や若手経営者・後継者で
組織する商工会議所青年部の一員として、異業種の動向把握に努
め、自社の経営に活用するとともに、業界の発展や地域経済の振
興の一助となるべく、様々な活動に参画しています。
▼今後の展開は
　あらゆる業種において、労働力が不足していると言われていま
すが、我々の業界も、その傾向は顕著であり、将来にわたる担い
手不足は深刻化しています。
　塗装職人は、他の職業と比較しても楽な仕事でありません。
　しかしながら、住まいをはじめ、様々な商業施設や公共施設、
橋梁等のインフラを守るため、塗装は重要な役割を果たすととも
に、豊かな社会生活を営む上で必要不可欠な工事です。
　引き続き、時代を担う職人の育成に努めるとともに、より一層、
地域の皆様から信頼される塗装店を目標とした事業の展開を図り
ます。

▼設立は何年ですか？
　平成２０年に、中央町 ５ 丁目の商工会議所すぐ横の場所で
スナック花を開きました。
　先月 ６ 月には、昼間営業のカラオケが歌える軽食喫茶店
「陽だまり」を中央町 ４ 丁目の来馬川沿いにオープンしま
した。

▼セールスポイントは？
　お客様にリピートで何
度も来て頂けるように、
リーズナブルなお店づく
りを心がけています。

▼今後の展開は？
　まちの活気づくりに貢
献できるよう元気にお店
を続けて行きたいです。

株式会社永田塗装
代表取締役社長：永田　和也住　所：登別市幌別町7－7－5電　話：88－0127

スナック「花」、カラオケ軽食喫茶「陽だまり」代表者：笠原幸子住　所：
　花＝登別市中央町5－5－2　陽だまり＝登別市中央町4－9－3電　話：88－4729
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